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簡単な図形刺激を用いて,動きの投影甲メカニズ与を明らかにする試みの一
環として,前回は,図形に投影されたイメージの分析を行ない,その結果,黒
い色彩昼情緒的不安を喚起し,動きを極端に,･抑制したり,促進したりするこ
とが明らかとなった.その際,図形の形態もイメージの形成や情緒状態に影響
を与えていることが示唆された｡従って,図形刺激の特性を捉えることによっ■
て,これまで推測してきた刺激側面における要因を,客観的,科学的に位置づ
けることができれば､.投影のメカニズムを解明するうえに,有効な手がかりと
なるであろうと思われた｡
-これまで図形刺激特性について恥 門前 (1982,1983,1984)の結果よ.り.,具
象的図形と非具象的図形,あいまい図形とあいまいでない図形,色彩図形と無
色彩図形,､安定.した図形と不安定な図形という側面が考えられるのではないか
-と推論してきたo今回は.,潤 論の域孝でなかったこれら刺激側面の諸特性につ
いて,可能な限り客観的な分析を試み,その特性を明らかにしてみようと思う｡
､′ J′目的
-∴個体の情緒状態やイメージの形成に影響をあたえて,動きの投影を規定する
と考えら中る図形の刺激側面に着目し,いかなる刺激特性が動きの投影fこ関係l
しているかを明確にすることを目的とする｡
.大別して図形の色彩と形態という側面に二分されるちとが推測されるが,色
105
彩と形態のより厳密な特性を捉えてみることを目的としたい｡そうすることに
ょって,個体が外界を認識する一手段としての投影のメカニズムについて,そ
の理解をより一層深める一助となるであろうと考えられるo
方法
被験者 18-19歳の学生,119名｡被験者を無作為につぎの4群に分けた｡
1 Cdl群一快的な情緒状態におかれ,黒色と白色図形の組み合わせからな
る図形の系列を提示される群｡
2 UCl群一不快な情緒状態におかれ,黒色と白色図形の組み合わせからな
る図形の系列を提示される群｡
3 CO2群一快的な情緒状態におかれ,灰色と白色図形との組み合わせから
なる図形の系列を提示される群｡
4 UC2群一不快な情緒状態におかれ,灰色と白色図形との組み合わせから
なる図形の系列を提示される群｡
情緒状態 上述したように,快的な情緒状態と不快な情緒状態とを設定した
(図1参照)0
エレク トー ン演奏による協和音と不協和音をそれぞれ録音したものを使用し
た｡刺激者の評定の信頼性と妥当性はすでに検証されている (門前,1982)0
図形刺激 15枚の幾何学図形からなる｡きわめて単純な等辺図形が9枚と,
不等辺図形が1枚,および円形と円形の集合した図形5枚からなっている｡そ
れらの図形は,ランダムに配列されていて,15枚の図形の.'3示で黒色に彩色さ
れた図形が挿入されている場合を黒色系列とよび,灰色に彩色された図形が挿
入されている場合を灰色系列とよぷ (図2参照)0
手続き 実験4群に,それぞれの情緒状熊をひきおこさせるように∴部屋の
後方中央から左右のスピーカーを通して,'適度な音量で実験が終了する＼まで繰
り返し音刺激をきかせる｡
1
被験者は,その昔をききながら,前方スクリーンた,映写されるスライドの
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図形刺激を,それぞれ5秒間凝視するよう指示されたのち,手元の記録用紙に,
1-,動きを感じる程度,2;-動きの早さ,3,動きの方向性について,それぞ .
れ10秒間に記述するよう指示される｡
◆整理方法,1.動きを感じる程度について隼 15段階評定 (非常にかんじる･
かなりかんじる,ふつう,あまりかんじない,かんじない)にそ､それぞれ,5,4,
3,2,1の重みをあたえた0.2,動きの早さについては,早い･il?う･遅
いの3段階に区別をして,それぞれ3,2,1の重みをあたえた.31,動きの
方向性については,矢印にて,その方向を記述させた結果を20通りに類別して;
それぞれの方向を数字であらわし,コンピューターにて統計的処理を行なった｡
本実験の主目的である図形刺激特性の分析は,コンピューターを活用して,
バリマックス回転による因子分析によって,因子を抽出し,刺激特性をあらわ
す因子を兄いだすことにした (田中 豊･脇本和昌,1983)0
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図2.図形刺激 (同一の図形で黒色と灰色系列がある)
結果
動きと図形刺激との関係についての結果を報告するふ
① 動きをかんじる程度についてのF検定1要因の結果,p<0.5で有意差をし
めした図形は,図3,4,5,7,8,9,10,12,14である｡図5,7,9
以外は,彩色図形である｡形態に関しては,三角形以外のすべての形態を含ん
I
でいるoまた,どの図形に於しさても,UCl群が他あ3一群より~も,動きをかん
じる程度の強い結果をしめした｡ ∴ 1
② 同じく,4群間と図形刺激間の_2要因甲F検定結果で旦 4群間隼おいて,
F-9.609,p<0.1,図形刺激間において,i-r9.971,p<0.1,でそれぞれ有
意差が認められ1=O-また,交互作用もF-1.792,p<0.1で認められた｡
その結果,CO2群>COl群,UCl群>UC2群となり;図1,3,7,
14に有意差が認められた｡
③ 動きの早さについてのF検定1要因Q?.検定結果では,_p<0.5で有意差を示
した図形は,図6,7,9,10,12であ 1群が,UC2群∴COl群よ
りも早い動きの速度を投影することが認められた｡
図10と図12とは,彩色図形であり,図6,7とは,～や､_類似の傾向を有する
形態をもつ図形である｡
UCl群とCO2群間には,有意差は認められなかった｡
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④ 同じく, 4群間と図形刺激間の2要因のF検定結果では,F-8.102,p<
0.1,F-9.541,p<9,1`でそれぞれ有意差が認められた｡
-,まT=,交互作用も, F-1･7r66,p<0･1で認められたoI
その結果,CO2群>COl群, UC 2群<UC l群となり,-CO2群とUCi,
I
群との間には有意差は,認め､られなかった.図1,図7,図14において,'特に
顕著な差が認められた . ～
つぎに,図形刺激の特性を抽出するためにおこなった因子分析の結果は,下
記の通りである｡
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バリマックス回転により,3因子の抽出が可能となった｡
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考察
以上の結果より,まずはじめに,動きと刺激特性との関係を検討し,つづい
て,因子分析による図形刺激特性について検討してみる｡
1,動きと図形刺激特性について
まず,動きを感じる程度についてであるが,図1以外の黒い彩色図形に,
UCl群が多く動きを感じているのが特徴的である｡黒い色彩と,形態上の刺
激特性とが不快な情緒に呼応して,動きをかんじさせたのではないかと理解さ
れる｡図7は,彩色図形ではないため,明らかに,その不安定な形態的特性に
よって,動きをかんじさせられたものと理解される｡
つぎに,4群間の図形刺激特性と動きとの関係をみてみると,三角形は,円形
よりも動きが感じられにくい形態的特徴をもつことが分かった｡情緒との関係
ではCO2群>COl群の結果から判るように,彩色図形といっても,明度の
高い灰色の色彩の方が,明度の低い黒色よりもより快的な情緒の投影を促し,
動きについても,活発にさせやすいことが判明した｡
また,UCl群>UC2`群の結果から考えられることは,灰色の色彩の方が,
黒色に比べて不快感が軽減され,快的な情緒と呼応しやすいこと,且つ,黒色の
色彩は不快感と呼応しそれを軽減ないしは解消するために動きが活発になるの
ではないかということである｡
形態的特性については,円形および円形のあつまりに動きが最も投影されや
すいことが明らかとなった｡
速さに関しては,結果の①,③が示すように,早い速度の動きを投影するこ
とによって,黒い色彩と共にひきおこされ,意識化させられる不快感を,解消
しようとする試みがここでもなされているのではないかと考えられた｡図形の
形態との関連では,不等辺図形,円形の集合図形およびやや角ぼった辺形に,
早い速度による動きの投影が顕著に認められたといえる｡黒色の色彩の場合と
同じく,不等辺図形のような不安定な図形の形態によってひきおこされる不快
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な情緒を,解消しようとする試みであると考えられるし,また,形態の特性に
よっては円形の集合の図形のように快的な動きのリズムが図形の形態によって
強化された結果であるとも考えられる｡
2,図形刺激特性を表わす国子について
表6より,最終的に3つの因子を抽出することができた｡
(D 第l因子について- 動きに伴う情緒を投影させる図形の形態の因子-
第1因子を表わす図形は,図1,2,6,7,ll,13であり,図1以外は無
彩色図形である｡
第1の因子について考えてみると,結果の①-④からも分かるように,図1,
2,13は,ゆったりとした動きを投影しやすい図形である｡しかも,ゆったり
とした動きのなかには,情緒的な安定感と,肯定的な感情移入がともなわれて
いる場合が多い｡さもなければ,情緒的負荷が少ないか,あるいは,UC群で
みられるように,不安定な動きの投影がみられる図形である｡図7 (22)につ
いては,情緒状熊のいかんにかかわらず,不安定で否定的な感情移入がなされ
ている場合が多い｡さらに,図6,ll,26については,情緒的負荷は低く,形
態に着目したやや中性的ともいえるイメージの投影がなされているのが特徴で
ある｡
これらのことより第1因子は,動きに伴う情緒を投影させる図形の形態の因
子と考えてよいのではないかという結論が得られた｡
の形態の構造的特性によって,情緒的負荷の投影のされかたが異なってくると
いえるのではないだろうか｡
三角形や円形の形態においては,た与えば,波紋がひろがるなどといったイ
メージの例のように,快的な情緒が動きを通して投影されやすいし,ネ等辺四
辺形では,倒れる,迫って来るといったイメ-ジの投影から判るように不快な
情緒が動きのなかに投影されやすい｡また,正方形などでは,両方の情緒のば
らつきをともなう投影のされかたが顕著であることを示している｡
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上述のことからも分かるように,この第1因子は,動きにともなう情緒を投
影させる図形の形態の要因と決定づけることができる｡快,不快の情緒のいず
れかをつよく投影させるかは,個体の情緒状態に起因するところが大であるが,
図7の不等辺四辺形のように,快,不快,いずれの情緒状態にもかかわらず,
不快な情緒を動きのなかに投影しやすい場合もあるし,円形や三角形のように,
不快な情緒状態にもかかわらず不快な情緒が軽減させられる場合もあると考え
られる｡
つまり図形の形態上の特性として,形態の安定性,不安定性という構造上の
特性が,情緒にはたらきかけて,情緒の投影を促すものと考えられる｡円形や
三角形は,安定した形態上の構造的特性をもつ図形と考えられるし,四角い形
態や角ぼった構造的特性をもつ形態,及び明らかに不均衡な構造をもつ形態は,
それらの不安定な構造的特性が高くなるにつれて,不安かつ不快な情緒の投影
を促がさせやすい｡本実験では,六角形までの図形しか使用していないが,上
述した形態上の構造的特性から考えて,八角形,十角形といった辺数が多くな
る図形の場合は,円形に近い形態の構造的特性を有するようになるので,円形I
の場合と同じ考え方が適用されるのではないかと推測される｡不等辺形につい
ても,同様に,四辺形のみしか使用していないが,不均衡で,不安定な形態の
構造的特性を有する程度が高くなるほど不快な情緒を強く投影させる傾向にあ
るのではないかと推測される｡
② 第2因子について- 不快な情緒を投影させる色彩の因子二-ヽ
つぎに,第2因子について考察してみる'｡屠 2因子の特性を示す図形は,図
8,10,14,27の4種類の図形である｡このなかで,図14は,他の3種頬の図
形にくらべて,やや低い相関を示しているが,4種頬とも彩色図形であり,し
かも,結果の①から分かるように,黒色の彩色図形に対しては,灰色よりもより
強い不快な情緒の投影が促がされることを考えると,この因子は,図形の黒色,
ないしは,灰色の色彩が不快かつ不安な情緒を喚起させていると理解される｡
従って,第2因子は,不快な情緒を投影させる色彩の要因と考えてよいと判断
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される｡
ここで問題となるのは,第1に,黒い色彩のみによって,不安が喚起させら
れたのか?あるいは,黒い色彩と形態との相互の関係で不安が喚起させられた
のではないかという疑問が生じる点である｡第2として,黒色の色彩に.もかか
わらず,なぜ,図1,3,4は有意な相関を示さなかったのかという疑問点で
ある｡
まず,最初の問題点であるが,既に抽出された第1因子の特徴から,円形や
三角形などの辺形で,安定した構造的特性を有する図形の形態は,情緒的に,
安定した,快の情緒を投影させやすいという結論を得ている｡その点を考慮し
て,第2因子を表わす形態上の構造的特性を勘案しながら捉えてみると,色彩
と形態との相互の関係で不快な情緒を投影させているとは判断できにくい｡
つまり,形態上の特性からでは,不快な情緒と結びつきにくいということが
推測されるからである｡従って,形態よりも色彩の黒色ないしは灰色が,不快
な情緒を喚起させている要因であると考える方が妥当ではないかと判断され
る｡
まず,黒い (あるいは灰色)色彩によって,不快な情緒が喚起され,つづいて,
形態が知覚され,しかるのちに,その図形の形態と色彩とに合致するイメージ
が形成されるというプロセスをたどるように思われる｡従フて,図形の形態が,
不安定感を想起させやすい形態上の構造的特性を有しているならば,不安感は
増幅され,二次的に,不快な情緒の投影を助長するものと考えられる｡
本実験では,黒色,灰色という明度の低い色彩を使用し,それらの色彩カ亨,
不快な情緒の投影に影響を及ぼすことが明らかとなったが,明度の高い他の色
彩についてはどのような影響を与えるのか?たとえば,不快な情緒状態のとき
でも,逆に快的な情緒にさせやすいのか否かなどの検討が残されており,それ
らについては,今後の課題としたい｡
一般に,個体がある情緒状態のときに,外界に年季する明度の低い彩色図形
を認知する場合,図形の色彩がまず個体の情緒に何らかの働きかけをし,つづ
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いて形態の把握が促され,最後に,色彩と形態との統合過程があって,イメー
ジが想起されると結論づけて差しつかえなかろうと考えられる (門札 1983)0
次に,第2の問題点について検討してみる｡図1,3,4は明らかに彩色図
形である｡にもかかわらず,何故,第2因子として抽出されえなかったかとい
う点である｡
まず,図1は,黒色系列,灰色系列,それぞれの系列の最初の図形である｡
個体が新しい課題状況に遭遇した場合,個体は,その事物が一体いかなる性質
を有しているのかを把握したいと願うだろう｡全く未知のものなのかそうでな
いのかを判定したいと望み,そのような試みをするであろう｡何に似ているか?
どんなかんじのものなのか?等々｡それらを探る手がかりとして,形態上の構
造的特性にその判断の手がかりを求め,意味づけをすることが予想される｡漠
然としたあいまいな形態を把握することは困難であるが,そうでない場合には,
形態によって事物の把握が行なわれることが報告されている(Anderson,1983)0
本実験においても,図 1は,予期しえぬ図形の系列の最初の図形である故に,
色彩よりも形態に注意が向けられ,色彩は形態に付帯した一部分としての意味
1
しかもちえなかったのではないかと考えられる｡図8,10,12,14と系列の後
半になるに至って,系列に対するレディネスも高まり,系列の流れにそって,
継時的,相対的な図形の把握が可能となり,個々の図形は,単独に認知される
のではなく,全体の系列の中で,相対的に位置づけられて把握されるようになっ
ていくものと理解される｡相対的に比較検討された結果,色彩の方に知覚が先
行し,支配される場合と,形態の方に知覚が先行し,支配される場合とに,図
形の把握のされ方が分化してゆくにつれ,逆に図形の構造的特性が明確にされ
てくるといえる｡図8,10,12,14は,図形の色彩が,形態より先に,個体の
知覚に影響を与え,不快な情緒を喚起させたものと理解される｡
つづいて,図3,4についてであるが,これらの図形の特徴として,彩色図
形でありながら,他の彩色図形とは明らかに異なった形態を有している点に注
目せざるを得ない｡これは第3の因子として抽出された図形の特性として別に
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考える必要があると思われる｡
③ 第3因子について- 動きを誘発させる構造的特性をもつ形態の因子-
第3因子を示す図形は,図3,4,5,9,である｡
これらの図形の特性をみてみると,結果①,③に示されたように,いずれも
早い速度の動きを投影している図形であることが判る｡図3,4,9とも単-
な図形ではなく,円形の集合した図形であり,しかも全体に安定した形態上の
構造をもっているのが特徴である｡また,幾何学図形のなかでは,具象的なイ
メ-ジを想起させやすい形態上の特性を有しているといえる｡たとえば,風車,
メリーゴーランドなど回転の早い動く事物を想起させやすい｡図5についても
同様,正六角形の中の対角線は,車のタイヤを連想させやすくしている｡いわ
ば,動く具象的なイメージを想起させやすい構造的特性をもつ図形の形態であ
ると理解される｡従ってこの第3EB子は,動きを誘発させる構造的特性をもっ
た形態の因子と考えることができる｡この場合においても,図3,4の色彩は,
形態の一部としての意味合いしかもっていないと考えられるし,図形を把握す
る認知の枠組が形態によって規定される図形の特性を表わす因子であると考え
られた｡
以上,EB子分析によって形態と色彩との関係,形態の構造的特性と動きとの
関係や情緒との関係,及び,色彩と情緒との関係が明らかにされ,動きの投影
のメカニズムを知る大きな手がかりが得られたと確信しえた｡今後も更に検討
をつづけ詳しい分析を試みてゆきたい｡
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